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平成３０年７月

川越市教育委員会地域教育支援課

５月１５日（火）に、平成３０年度第１回の川越市子どもサポート本部会議が市役所東庁舎教育

委員会室で開催されました。

今年度は依頼期間の２年目であり、本部長は引き続き、東京国際大

学副学長の遠藤克弥氏が、つとめます。

平成３０年度の川越市子どもサポート事業について確認と協議をし

ました。

① 平成３０年度「川越市子どもサポート本部会議」について

子どもサポート事業に関する総合的な啓発や各サポート委員会との調整を図る。

② 平成３０年度の川越子どもサポート発表会について

・川越子どもサポート発表会実行委員会組織について

実行委員長 遠藤克弥 氏のもと 「審査部」「運営部」「展示部」の３部会で組織する。

・平成３１年２月９日（土）午前実施（９：１５受付、９：３０開会予定）

・会場：西文化会館

・内容：小江戸見っけ隊の表彰及び発表、１１地区の取組紹介(ｽﾗｲﾄﾞ)

代表地区（高階・川鶴・南古谷）の取組発表、指導講評

③ 子どもサポートコンクール「小江戸見っけ隊」について（応募等は右ページ参照）

川越市子どもサポート本部会議の概要

【コンクールの趣旨】

①自分が住んでいる地区の様子について体験を通して感じたことを作文や絵画、新聞に表現

し、各地区の良さを再認識できるようにする。

②子どもたちと地域とのつながりを一層深め、地域ぐるみで子どもたちを育てていく意識を

高める。

【募集は、３部門】

（１）作文の部・・・Ｂ４版４００字詰め原稿用紙３枚以内

（２）絵画の部・・・四つ切り画用紙、縦・横の向きは自由

（３）新聞の部・・・Ｂ４版・縦長１枚、写真等を用いるのは可とするが、

写真のみの作品は不可､パソコン等での作成も可

【出品規定】 出品作品・・・未発表のもの

出品点数・・・一人１部門につき１点まで

出品資格・・・川越市内小中学校児童・生徒

【募集期間】 平成３０年９月３日（月）～１０月３１日（水）

【応募方法】 各学校もしくは地域教育支援課へ提出

○優秀作品の表彰 川越子どもサポート発表会（平成３１年２月９日（土））において

○入賞作品の展示 西文化会館（発表会当日）

○全応募作品の展示 川越市立美術館 平成３１年２月２０日（水）～２４日（日）

９時～１７時（最終日は入場１４時半まで、展示１５時まで）

※各小中学校にも募集要項を配布してあります。

子どもサポートコンクール「小江戸見っけ隊」

作 品 の 募 集 に つ い て

子どもサポート事業１５年目の節目
平成１６年度に２地区をモデルとして始まった子どもサポート事業が、１５年目を迎えました。

今年度も１４地区で、第１回サポート委員会が開催され、組織の編成と今年度の活動内容、予算等

が確認されました。今後、各地区の特色を生かしたサポート事業がそれぞれの計画に基づいて展開

され、学校や地域における子どもたちの活動が活発に展開されます

ように、皆様の更なるご協力をよろしくお願いいたします。

このサポート新聞「ひと、ホット、ほっと！」では、各地区の取組

の様子や本事業に係る会議、研修会などの内容等についてお知らせす

るとともに、各地区の事業の事前の情報を一覧表にして載せていきま

す。ぜひ、他地区の事業を体験しにお出かけください。 名 細 地 区サポート委員会

「学校・家庭・地域連携研修会」の開催について

今年度も、学校、家庭、地域の連携の重要性を啓発する「学校・家庭・地域連携研修会」を

下記のとおり、各地区子どもサポート委員と学校の教職員等を対象に開催いたします。

（１）開催期日 平成３０年８月２７日（月）１３：３０～１６：３０

（２）会 場 川越市大東市民センター 多目的ホール

（３）内 容

・講演「これからの学校と地域の連携・協働の在り方」

講師 志々田 まなみ 氏

（国立教育政策研究所 生涯学習政策研究部 総括研究官）

・各地区ごとの情報交換

昨年度の研修会の様子



７・８・９月のサポート事業を紹介します。見学・参加・体験したい方は、どう

ぞお出かけください。その際は、地域教育支援課にご一報ください。（224-6086)

７月

８月

９月

日（曜） 地区名・事業名 時 間 帯 会 場 備 考

６日（金） 山田地区 かかしづくり 8:50～ 山田小学校

７日（土） 中央北地区まが玉づくり 13:30～15:30 川越小学校 見学のみ

７日（土） 霞ケ関北地区英語交流会 14:00～16:00 東京国際大学

８日（日） 南古谷地区ｳｨﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗ 13:30～ 東邦音楽大学

１５日（日） 高階地区ﾄﾞｯｼﾞﾎﾞｰﾙ大会 8:30～12:00 高階小学校 地区会議と共催

１５日（日） 南古谷地区かかし展示 12:30～ 東部ふれあいｾﾝﾀｰ

１７日（火） 南古谷地区子どもｻﾐｯﾄ 16:00～17:00 南古谷中学校

３１日（火） 芳野地区 寺子屋教室 9:30～12:00 芳野公民館

日（曜日） 地区名・事業名 時間帯 会 場 備 考

３日（金） 中央北地区 寺子屋教室 9:30～12:00 北公民館

６日（月） 中央北地区 寺子屋教室 9:30～12:00 北公民館

７日（火） 芳野地区 寺子屋教室 9:30～12:00 芳野公民館

２４日（金）

～２５日（土）

南古谷地区

防災キャンプ

17:00
～11:30

南古谷小学校

体育館 地区会議と共催

２５日（土）

～２６日（日）

川鶴地区

防災キャンプ

16:15～
9:30

川越西小学校

体育館

日（曜日） 地区名・事業名 時間帯 会 場 備 考

５日（水） 霞ケ関地区 虫とり 9:30～12:00 安比奈親水公園

１１日（火） 山田地区 虫とり 山田小学校

２２日（土） 名細地区 せんべい焼き体験

（名細小ふれあい祭り）

14:00
～16:00 名細小学校

２９日（土） 古谷地区 はらっぱ

（認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座）

9:00～12:00 古谷公民館 一般参加

可能

２９日（土） 南古谷地区 稲刈り 午前中 南古谷地区

山田地区

小中学校の授業で、田植えの体験
山田小学校（３年生・５年生）と山田中学校（１年生）が、総合的な学習

の時間の授業で、毎年「田植え体験」をします。中学生は、種まきから体験

します。学校の近くにある田をお借りし、サポート委員会の協力で実施しま

した。

名細地区 親子で「さつま芋の苗植え付け体験」
５月２７日（日）に、けやきの郷の畑で、６月２日（土）に、鯨井地区

の畑でさつま芋の苗を植える体験活動がありました。サポート委員が事前に

集まり、畝づくりをしました。苗を植えるのは、家族で１区画ずつ担当しま

した。約５か月の間、草取りや蔓返しで汗を流し、秋には待ちに待った収穫

祭を迎えます。

霞ケ関地区 中学校の体育祭で安全の見守り

６月２日の霞ケ関中学校の体育祭で、安全の見守りを実施しました。オ

レンジ色のベストを身に着け、パトロールをしました。当日は快晴の空の下

で体育祭がスムーズに進行できるように、隅々までパトロールをしました。

南古谷地区 「ホタルの観賞」に約２００名の児童が参加
６月９日（土）の夕方から夜に、恒例のホタルの鑑賞会が開催されました。

今年は、事前に申し込んだ参加者約２００名の小学生が、ホタルの輝きを堪能

しました。グループごとに、たくさんのボランティアの中学生が付き添い、安

全に配慮しながら進めました。

中央地区 川越第一小学校で「青空児遊館」開催
６月１７日（日）の午前中、川越第一小学校の運動場を使って、「青空児遊

館」を実施しました。恒例のﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙｼﾞｬﾝｸﾞﾙやわりばし鉄砲等のほか、今年

から新たに加わった太い竹を切って手作りする「竹ぽっくり」も楽しみました。

芳野地区 赤ちゃんと中学生「命」について学ぶ
６月２１日（木）に、芳野中学校の生徒が、地元の赤ちゃんやそのお母さん

やお父さんと触れ合う取組です。妊婦体験を通して、子どもが生まれるまでの

親の気持ちを体験したり、赤ちゃんを抱っこしたりして、命の大切さを実感し

ました。

古谷地区 土曜日学級「はらっぱ」開講
古谷公民館の主催事業の「はらっぱ」が今年も始まりました。

６月２３日（土）に、開講式が行われ、本の読み聞かせやジュニアリーダーの

中学生のリードでレクリエーションを行い、交流しました。１２月までの全７

回をサポートしていきます。

学校応援団活動と地域の特色を生かした活動の紹介




